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1.はじめに 

業務の中でボアホールカメラを用いた調査を行ったことがあり、この場でその事例を

紹介する。

ボアホールカメラ(ボアホールテレビ)とは、調査ボーリングを実施した裸孔の孔壁を

カメラで観察し、静止画像(写真)および映像記録として残すものである。コンピュータ

ー解析によって真横から見た画像に変換し、更にボーリングコアのような円柱状の画像

を作成する。

既に全国的に活用されて実績を挙げており、これを調査のツールとして全国に出かけ

ている専門業者もいくつか存在しているようである。

地質調査におけるボアホールカメラの位置づけであるが、詳細調査又は補足調査とな

っている。ボアホールカメラのみでの調査ではなく、ボーリングコアなどの補足となる。

しかし、周辺状況(立地条件,許可関係など)や経済性などの理由で調査ボーリングが追

加できない条件の場合、少ない調査ボーリングで走向傾斜や岩盤の開口亀裂の状況など

を把握でき、非常に有用な調査方法の１つと考えられる。

上記の様に、有用なものであるボアホールカメラには下表に示す種類がある。

種類

項目

ＢＩＰシステム スマートカメラ 超簡易型カメラ

概要 側方の孔壁全周画像を

連続して記録

前方視カメラ 前方視カメラ

特徴 孔壁を直接,直角にスキ

ャンするので深度・方位

が高精度

前方の孔内状況の観察

が手軽,側方観察も可能

前方の孔内状況の観察

が手軽

適用孔径 φ=50mm 以上 φ=45mm 以上 φ=50mm 以上

適用深度 ～200(最大 1500)m ～200m ～30m 

深度情報 深度カウンターで mm
単位

深度カウンターで mm
単位

音声で不正確

用途 孔内観察及び亀裂の走

向傾斜や割れ目幅の解

析

孔内状況の観察 孔内状況の観察

価格 高価 安価 超安価

その他 精度良く測定するため,
測定時の現場でのセッ

トアップや測定に多少

時間がかかる

解析ソフトで孔壁展開

画像の取得は可能であ

るが,亀裂の走向傾斜が

不正確

解析ソフトで孔壁展開

画像の取得は可能であ

るが,深度や亀裂の走向

傾斜が不正確
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2.ボアホールカメラの必要性 

「道路土工－切土工・斜面安定工指針.p329、p332」によると、落石・岩盤崩壊の詳細調査

項目として、ボアホールカメラが挙げられている（資料-1 に示す）。指針にも記述してある通

り、ボアホールカメラを用いることで、さらに精度の高いデータを得ることが可能である。ボ

アホールカメラが有効であると考えられる現場状況は以下の通りである。

1. 岩盤に亀裂が多く、亀裂に沿って風化し、崩壊の可能性がある場合は、岩盤の崩壊形態

を把握するために、ボアホールカメラで亀裂の走行傾斜を測定するのが効果的である。

2. 特に、風化が進んで周辺に岩盤露頭が非常に少ない場合や、モルタル吹付等の構造物に

より岩盤が見えない状況の場合、ボアホールカメラが適している。

3. 急傾斜地の岩盤斜面で、岩盤クリープ等によりゆるみが発生していると考えられる場合

は、ボアホールカメラで亀裂の開口量を測定することが効果的である。 

資料-1.落石・岩盤崩壊対策の詳細調査項目 

「道路土工-切土工・斜面安定工指針.p329,332」 

3.ボアホールカメラを用いた調査事例 

図-1 は、ある道路沿いの法面で水平ボーリング（下段が BP.1、上段が BP.6）とボアホール

カメラ（BP.1）を実施した事例である。BP.1 の奥行き 14.0m より深部と、BP.6 の奥行き 7.05m

より深部は比較的新鮮な凝灰岩となり、この境界面の傾斜（図-1中の①で示す境界線）は、ボ

アホールカメラで確認した傾斜とほぼ一致する結果となった。 

ボーリングコア写真と、ボアホールカメラ画像を並列して示す。ボーリングコアでは把握で

きない岩盤の状態、亀裂の開きや走向傾斜が、ボアホールカメラでは詳細に把握できる。また、

事例のボーリングコアでは深度誤差が 10cm ほど確認される（図-1 の下側写真中の矢印）が、

ボアホールカメラは孔口から距離を計りながらプローブを挿入していくので、深度誤差がほと

んど発生しない。
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図-1.ボアホールカメラの実施事例 
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4.ボアホールカメラの実施状況 

ボアホールカメラ モニター状況 

ボアホールカメラ プローブ状況 

画像取得窓
(照明用蛍光管内蔵) 

コーンミラー画像
(動画) 

展開画像

ボアホールカメラ実施状況 


